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(百万円未満切捨て)
１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 16,933 0.4 260 △69.7 267 △70.1 △230 －

2024年３月期 16,859 △2.5 860 65.0 896 55.6 475 31.1
(注) 包括利益 2025年３月期 13百万円(△98.8％) 2024年３月期 1,101百万円( 138.1％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 △71.70 － △2.5 1.3 1.5

2024年３月期 147.87 － 5.3 4.6 5.1
(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 －百万円 2024年３月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 22,221 9,639 41.8 2,888.18

2024年３月期 20,457 9,771 46.1 2,935.52
(参考) 自己資本 2025年３月期 9,279百万円 2024年３月期 9,431百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 37 △1,370 820 2,908

2024年３月期 986 △816 1,054 3,419

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 0.00 － 44.00 44.00 141 29.8 1.6
2025年３月期 － 0.00 － 25.00 25.00 80 － 0.9

2026年３月期(予想) － － － － － －
(注)2026年３月期の配当につきましては、現段階では未定とさせていただきます。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）
2026年３月期の連結業績予想につきましては、現時点では合理的な算定ができないため、記載しておりません。
詳細は添付資料３ページ「(４)今後の見通し」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 3,293,074株 2024年３月期 3,293,074株

② 期末自己株式数 2025年３月期 80,064株 2024年３月期 80,014株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 3,213,018株 2024年３月期 3,213,069株

(参考) 個別業績の概要
１．2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 11,161 0.2 △260 － 114 △78.8 △186 －

2024年３月期 11,142 △1.7 210 － 541 80.2 368 30.7

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 △58.16 －

2024年３月期 114.60 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 18,314 6,878 37.6 2,140.89

2024年３月期 16,826 7,192 42.7 2,238.39

(参考) 自己資本 2025年３月期 6,878百万円 2024年３月期 7,192百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「(４)今後の見通
し」をご覧ください
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

2024年度は、能登半島地震での被害を踏まえた政府主導での上下水道の耐震化計画が策定されたものの、材料費

及び人件費の高騰の影響を受けたこともあり、水道事業体の管路全体の布設延長工事は前年度を下回る水準で推移

しました。また、人手不足等による管路布設工事の遅れも一部にみられ、ダクタイル鉄管の需要量は減少傾向が続

いております。加えて、部品仕入れやエネルギー価格、物流費等の諸物価高騰によるコストアップも当社の収益を

大きく圧迫する要因となりました。販売価格への転嫁やコスト削減の積上げなどの企業努力により収益の確保に努

めましたが、当期につきましては、前年同期比増収減益となりました。

当社はカーボンニュートラルへの取り組みとして2022年6月電気炉建設チームの設置以降、国の目指す排出CO2の

削減目標の実現に向けて検討を進め、キュポラ炉からの転換を図ることを2023年８月７日に決定、公表し、電気炉

設備の建設を進めてきましたが、今般完成し、本格稼働に向けて試運転を進めていく予定です。

また、老朽化に伴う更新需要はあるものの、業界全体の生産設備が過剰な状態にある環境下において、当社と株

式会社クボタ（以下 クボタ）は、今後も社会インフラを支える企業として供給責任を果たしていくため、生産設

備を再編し、クボタの京葉工場で生産している小口径（呼び径75mm～250mm）のダクタイル鉄管（直管）の完成品及

び半完成品をOEM供給する製造合弁会社（当社の子会社として、久喜工場のダクタイル鉄管（直管）の製造部門を分

社）の設立に関する契約を締結するとともに、クボタからのOEM 受託生産を実行するにあたり必要なダクタイル鉄

管（直管）の生産能力の増強に係る設備投資（約27億円）について、2025年３月27日に決定、公表いたしました。

当社は、パーパスである「水が途切れない世界を実現する」に向けて取り組み、「管路分野のInnovative All in

ワンストップ企業」としての活動を行っております。既存事業とのシナジーを期待する新規・周辺事業の拡大等の

取り組みについては、さや管推進工法対応部品「オセール」の拡販、プリセット接合工具「楽ちゃく」新サイズの

開発、DX推進の一環として開発を行ってきた「だいさくくん」の販売促進、Fracta社とのパートナーシップによる

Fracta-AI管路診断技術の普及促進があり、将来に向けた活動を引き続き推進しております。

当社はＥＳＧ経営を進め、継続的に発展していく企業を目指し、環境変化に柔軟かつ迅速に対応できる企業体質

の強化を引き続き推し進めてまいります。

当連結会計年度の経営成績は以下のとおりとなっております。

売上高につきましては、諸物価高騰に伴う販売価格の改定による改善を目指したものの、全国的な水道管路布設

工事の遅れ・水道事業体の発注量の減少等に伴う数量の伸び悩みや価格競争の激化もあり、74百万円（前年同期比

0.4％）増加の、169億33百万円となりました。

収益につきましては、部品仕入れやエネルギー価格、物流費等の諸物価が高位に推移していることや在庫評価差

等の影響などにより、営業利益は５億99百万円（前年同期比69.7％）減少し２億60百万円、経常利益は６億28百万

円（前年同期比70.1％）減少し２億67百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は、特別損失にカーボンニュート

ラルへの取り組みとして投資の決定をした電気炉建設工事に関わる周辺工事費用や、地方自治体の整備事業への協

力に伴う土地売却損に加え、繰延税金資産の取り崩しに伴う法人税等調整額の計上等により、７億５百万円減少し

２億30百万円の損失となりました。

引き続き、皆様のご期待に添えるような企業運営に努め、さらなる安定利益を確保するよう一層努力してまいり

ますので、ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は、222億21百万円と前連結会計年度末と比べ17億64百万円増加しました。
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これは主に電気炉建設等による「建物及び構築物（純額）」が８億84百万円、「建設仮勘定」が９億60百万円増

加したことによるものであります。

負債合計は、125億82百万円と前連結会計年度末と比べ18億96百万円増加しました。

これは主に電気炉建設に伴う資金準備のため、流動負債の「短期借入金」が10億円増加したこと、および固定負

債の「繰延税金負債」が５億14百万円増加したことによるものであります。

純資産合計は、96億39百万円と前連結会計年度末と比べ１億32百万円減少しました。

これは主に配当金の支払いによる１億41百万円の減少と、「親会社株主に帰属する当期純損失」２億30百万円の

計上による「利益剰余金」の減少があった一方、「退職給付に係る調整累計額」が２億４百万円増加したこと等に

よるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、29億８百万円と前連結会計年度

末に比べて５億11百万円の減少となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、37百万円(前連結会計年度は９億86百万円の増加)となりました。

これは主に、増加要因としての税金等調整前当期純利益89百万円、減価償却費４億59百万円、棚卸資産の減少

額５億38百万円があった一方、減少要因としての仕入債務の減少額が６億23百万円あったこと等により資金の増

加が資金の減少を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、13億70百万円(前連結会計年度は８億16百万円の減少)となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出９億93百万円よるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の増加は、８億20百万円(前連結会計年度は10億54百万円の増加)となりました。

これは主に、配当金の支払による支出１億41百万円があった一方で、電気炉建設に伴う資金準備のための短期

借入金の増加額10億円があったこと等によるものであります。

（４）今後の見通し

現下の事業環境については、2024年度の水道用鋳鉄管の全国需要は前年度比で減少となりましたが、現在、国や

自治体で水道管路を含む水インフラ耐震化の推進施策を立案・実行中であり、その動向を注視しております。一方、

世界的なインフレや各国の貿易政策、為替の変動などにより、原材料価格やエネルギー価格等の諸物価は見通しに

くい状況にあります。2025年度の業績予想につきましては、こうした水インフラ耐震化の推進施策の動向を踏まえ

た販売数量や諸物価の年度影響額について、合理的な算定ができないことから、未定としております。

なお、業績予想につきましては、事業環境及びリスク等を総合的に勘案し、算定可能となった時点で開示させて

いただきます。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの業務は現在海外での活動がなく、日本国内に限定されていることから、当面は、日本基準で連結

財務諸表を作成する方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,419 2,908

受取手形 435 181

電子記録債権 2,988 3,436

売掛金 2,733 2,791

商品及び製品 3,168 2,571

仕掛品 575 699

原材料及び貯蔵品 665 600

その他 130 202

貸倒引当金 △59 △61

流動資産合計 14,058 13,330

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,078 5,976

減価償却累計額 △4,557 △4,571

建物及び構築物（純額） 520 1,405

機械装置及び運搬具 15,486 15,561

減価償却累計額 △14,415 △14,430

機械装置及び運搬具（純額） 1,070 1,131

工具、器具及び備品 2,881 2,929

減価償却累計額 △2,714 △2,765

工具、器具及び備品（純額） 166 163

土地 3,237 3,163

リース資産 157 147

減価償却累計額 △98 △87

リース資産（純額） 58 59

建設仮勘定 363 1,324

有形固定資産合計 5,418 7,247

無形固定資産 307 469

投資その他の資産

投資有価証券 114 135

破産更生債権等 7 7

退職給付に係る資産 370 856

繰延税金資産 90 78

その他 98 103

貸倒引当金 △8 △7

投資その他の資産合計 673 1,173

固定資産合計 6,399 8,891

資産合計 20,457 22,221
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,098 765

電子記録債務 2,591 2,362

短期借入金 2,550 3,550

未払金 505 1,786

未払法人税等 138 71

賞与引当金 189 161

その他 463 470

流動負債合計 7,537 9,168

固定負債

長期借入金 2,000 2,000

繰延税金負債 392 906

役員退職慰労引当金 36 45

退職給付に係る負債 271 17

負ののれん 15 9

その他 432 434

固定負債合計 3,148 3,413

負債合計 10,685 12,582

純資産の部

株主資本

資本金 1,855 1,855

資本剰余金 264 264

利益剰余金 6,731 6,359

自己株式 △105 △106

株主資本合計 8,746 8,374

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18 33

退職給付に係る調整累計額 667 871

その他の包括利益累計額合計 685 905

非支配株主持分 339 359

純資産合計 9,771 9,639

負債純資産合計 20,457 22,221
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（２）連結損益及び包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 16,859 16,933

売上原価 13,454 14,205

売上総利益 3,404 2,728

販売費及び一般管理費 2,543 2,467

営業利益 860 260

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 4 2

負ののれん償却額 5 5

貸倒引当金戻入額 2 0

仕入割引 5 4

受取賃貸料 8 7

作業くず売却益 16 14

その他 24 20

営業外収益合計 66 56

営業外費用

支払利息 19 43

支払手数料 0 0

設備賃貸費用 2 4

その他 8 1

営業外費用合計 31 49

経常利益 896 267

特別利益

固定資産売却益 0 3

特別利益合計 0 3

特別損失

固定資産除却損 139 133

固定資産売却損 － 48

特別損失合計 139 181

税金等調整前当期純利益 757 89

法人税、住民税及び事業税 238 168

法人税等調整額 21 127

法人税等合計 259 296

当期純利益又は当期純損失（△） 497 △206

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

475 △230

非支配株主に帰属する当期純利益 22 24

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17 14

退職給付に係る調整額 586 204

その他の包括利益合計 604 219

包括利益 1,101 13

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,079 △10

非支配株主に係る包括利益 22 24
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株

主持分

純資産合

計資本金
資本剰余

金

利益剰余

金
自己株式

株主資本

合計

その他有

価証券

評価差額

金

退職給付

に係る

調整累計

額

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 1,855 264 6,362 △105 8,377 0 80 80 321 8,780

当期変動額

剰余金の配当 △106 △106 △106

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

475 475 475

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

17 586 604 18 622

当期変動額合計 － － 369 △0 369 17 586 604 18 991

当期末残高 1,855 264 6,731 △105 8,746 18 667 685 339 9,771

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株

主持分

純資産合

計資本金
資本剰余

金

利益剰余

金
自己株式

株主資本

合計

その他有

価証券

評価差額

金

退職給付

に係る

調整累計

額

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 1,855 264 6,731 △105 8,746 18 667 685 339 9,771

当期変動額

剰余金の配当 △141 △141 △141

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△230 △230 △230

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

14 204 219 20 239

当期変動額合計 － － △371 △0 △371 14 204 219 20 △132

当期末残高 1,855 264 6,359 △106 8,374 33 871 905 359 9,639
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 757 89

減価償却費 416 459

負ののれん償却額 △5 △5

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 2

賞与引当金の増減額（△は減少） 24 △27

退職給付費用 △3 △56

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3 8

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 13 168

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △28 △253

受取利息及び受取配当金 △4 △2

支払利息 19 43

固定資産除売却損益（△は益） 139 177

売上債権の増減額（△は増加） 129 △252

棚卸資産の増減額（△は増加） △325 538

破産更生債権等の増減額（△は増加） 0 0

仕入債務の増減額（△は減少） △15 △623

未払消費税等の増減額（△は減少） 79 228

その他 △34 △228

小計 1,156 266

利息及び配当金の受取額 6 2

利息の支払額 △18 △41

法人税等の支払額 △215 △254

法人税等の還付額 57 64

営業活動によるキャッシュ・フロー 986 37

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △909 △993

有形固定資産の売却による収入 0 8

投資有価証券の償還による収入 298 －

無形固定資産の取得による支出 △114 △243

その他 △91 △141

投資活動によるキャッシュ・フロー △816 △1,370

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △106 △141

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,200 1,000

リース債務の返済による支出 △35 △33

非支配株主への配当金の支払額 △4 △4

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,054 820

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,225 △511

現金及び現金同等物の期首残高 2,194 3,419

現金及び現金同等物の期末残高 3,419 2,908
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、販売市場・顧客の種類・業界に特有の規制環境等の類似性を考慮し、事業活動を展開しております。

従って、当社は販売市場の類似性を基礎とした事業別セグメントから構成されており、「ダクタイル鋳鉄関連」及

び「樹脂管・ガス関連」の２つを報告セグメントとしております。

「ダクタイル鋳鉄関連」は、水道用ダクタイル鋳鉄管、水道用異形管、上下水道用FEM鉄蓋、水道用付属部品の製

造販売及び水道施設工事業、エンジニアリング事業、管路劣化診断等を行っております。「樹脂管・ガス関連」は、

ガス用ダクタイル鋳鉄管、ガス用異形管、ガス用FEM鉄蓋、ガス用付属部品、ポリエチレン管、レジンコンクリート

製品の製造販売、ガス用配管材等の保管及び輸送、産業廃棄物の収集、運搬及び積み替え保管、古鉄類（金属、樹脂

等）の販売を行っております。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益又は損失(△)は営業損益ベースの数値であります。セグメント間の取引は、会社間の取引で

あり、市場価格等に基づいております。
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３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)

連結財務諸表
計上額ダクタイル

鋳鉄関連
樹脂管・
ガス関連

計

売上高

顧客との契約から
生じる収益

14,747 2,111 16,859 16,859 － 16,859

外部顧客への売上高 14,747 2,111 16,859 16,859 － 16,859

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 71 71 71 △71 －

計 14,747 2,183 16,930 16,930 △71 16,859

セグメント利益 521 345 866 866 △6 860

セグメント資産 15,400 1,836 17,236 17,236 3,221 20,457

その他の項目

減価償却費 377 39 416 416 － 416

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

986 5 992 992 － 992

(注) 調整額は、以下のとおりです。

(1) セグメント利益の調整額△６百万円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額3,221百万円の主なものは、当社での余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資

金（投資有価証券）に係る資産等であります。

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)

連結財務諸表
計上額ダクタイル

鋳鉄関連
樹脂管・
ガス関連

計

売上高

顧客との契約から
生じる収益

14,678 2,255 16,933 16,933 － 16,933

外部顧客への売上高 14,678 2,255 16,933 16,933 － 16,933

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 49 49 49 △49 －

計 14,678 2,304 16,982 16,982 △49 16,933

セグメント利益 41 214 256 256 4 260

セグメント資産 17,113 1,601 18,714 18,714 3,507 22,221

その他の項目

減価償却費 431 27 459 459 － 459

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,487 41 2,528 2,528 － 2,528

(注) 調整額は、以下のとおりです。

(1) セグメント利益の調整額４百万円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額3,507百万円の主なものは、当社での余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資

金（投資有価証券）に係る資産等であります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度 当連結会計年度

（自 2023年４月１日 （自 2024年４月１日

至 2024年３月31日） 至 2025年３月31日）

１株当たり純資産額 2,935.52 円 2,888.18 円

１株当たり当期純利益 147.87 円 △71.70 円

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度 当連結会計年度

（自 2023年４月１日 （自 2024年４月１日

至 2024年３月31日） 至 2025年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 475 △230

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

475 △230

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,213 3,213

３. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度 当連結会計年度

（2024年３月31日） （2025年３月31日）

純資産の部の合計額(百万円) 9,771 9,639

純資産の部の合計額から控除する金額
(百万円)

339 359

(うち非支配株主持分（百万円）） (339) (359)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 9,431 9,279

１株当たり純資産額の算定に用いられた期
末の普通株式の数(千株)

3,213 3,213

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


